
946-4894 947-4894

998-4433

4894call@city.matsuyama.ehime.jp
８～21時（年中無休）

９～17時（土・日曜・祝日・年末年始は除く）
921-6920

No.1404
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15

2019

【題字】小倉　光生さん（日浦中３年）書

「はたちの献血」キャンペーン
　冬期は輸血用血液が大変不足します。新成人をはじめとする市民の皆さんのご協力をお願いします。大
街道献血ルームと移動献血車で受け付けています。　県赤十字血液センター ☎973-0700・　971-3478、
大街道献血ルーム ☎932-0900・　971-3478、健康づくり推進課 ☎911-1868・　925-0230

問

＝
日
時
・
期
日
（
時
間
は
24
時
間
表
記
）

＝
会
場

＝
内
容

＝
対
象

＝
定
員

＝
料
金
（
表
記
の
無
い
場
合
は
無
料
）

＝
申
し
込
み
方
法
（
住
所
と
記
載
の
場
合
は
郵
便
番
号
も
明
記
）
＝
問
い
合
わ
せ
先

＝
e
メ
ー
ル

＝
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

改元に伴う元号による年表示について▶︎本市が作成する一部の文書には「平成」の表示が残る場合がありますが、表示は有効です。「令和」に読み替えてください

No.962

上田  稔大くん
（久保田町）
12月23日生まれ

としひろ

石原  千聖ちゃん
（道後喜多町）
12月12日生まれ

ち さと

上西  梨公くん
（高砂町三丁目）
12月24日生まれ

り く

八塚  遥美ちゃん
（久保田町）
12月16日生まれ

みはる

坂本  碧葉くん
（朝生田町）
12月27日生まれ

あお は

作道  百華ちゃん
（堀江町）

12月22日生まれ

もも か

中田  空良くん
（余戸中六丁目）
12月28日生まれ

らそ

永木  絢菜ちゃん
（土居町）

12月22日生まれ

あや な

申し込み　誕生日の前月１日（必着）までに、
郵送・eメールで赤ちゃんの写真、氏名（ふり
がな）、性別、生年月日、住所、電話番号（郵
送の場合は写真の裏に記入）を、〒790-8571
シティプロモーション推進課　 kouho-baby
@city.matsuyama.ehime.jpへ（応募多数の
場合は抽選。応募写真は返却しません。なお、
この紙面は市ホームページに掲載します） 

ケガへの対応、重症患者に対する入院治療など 

救急医療機関は緊急事態に備えたものです。
救急医療の正しい利用にご協力ください。救急医療機関などのご案内（１月）

（二次救急医療機関）
県立中央病院は、救急当番病院で対応が困難な重症患者を
受け入れるなど、後方支援を行います。

救急病院案内

● 診療時間　８時30分～翌８時30分

● 案内ダイヤル（24時間体制）☎925-6633
● 松山市ホームページからも確認できます。

夜間・休日の内科・小児科 （一次救急医療機関）

子ども医療電話相談（#8000）

眼科（休日在宅当番医）
市委託医療機関

歯　科

☎915-3111
（市医師会休日診療所）へ
お問合せください。
日曜日　　　　９～17時
祝日・1/1～3  ９～18時

● 県口腔保健センター
（柳井町二丁目）
☎932-5047
日曜日・祝日・
12/30 ～ 1/3
９～ 12時

● 市急患医療センター（萱町六丁目）  ☎922-1199
内　科：月～土曜日 21時～深夜24時（1/1は休診）
小児科：　毎　日　 21時～翌８時

＊受付  20時30分～

● 市医師会休日診療所（藤原二丁目）  ☎915-3111
日曜日・祝日・1/1～3
内　科：9 ～12時・13～18時・19～21時
小児科：15～18時・19～21時
　　　　＊1/1,13のみ９～12時・13～18時・19～21時

携帯電話用 スマートフォン用

それぞれ診療時間終了の30分前までの受付にご協力ください。

※ 小児科は、令和２年１月１日も診療します。

利用時間：平　日：19時～翌８時
　　　　　土　曜：13時～翌８時
　　　　　日・祝： ８時～翌８時
　　　＊12/29～1/3は８時～翌８時
● プッシュ回線・携帯電話  ☎#8000
● ダイヤル回線　☎913-2777

看護師や医師
などが家庭で
の応急対処の
方法について、
アドバイスして
くれます。

日 月 火 水 木 金 土
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11
月
８
日
に
東
京
で
、
道

後
温
泉
本
館
保
存
修
理
工
事

の
魅
力
を
発
信
す
る
「
道
後

R

リ
 
ボ
 
ー
 
ン

EBO
RN

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の

一
つ
で
、
手
塚
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ

ン
が
制
作
す
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
ア

ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
（
全
３
話
）
の

第
２
・
３
話
の
制
作
発
表
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

神
話
時
代
か
ら
飛
鳥
時
代

を
描
い

た
第
１

話
ま
で

に
続
き
、

第
２
話

の
舞
台

は
明
治

時
代
で

す
。
正

岡
子
規

と
夏
目

漱
石
が
連
れ
立
っ
て
道
後
温
泉

本
館
を
訪
れ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
が

題
材
で
す
。
第
３
話
の
舞
台
は

未
来
へ
と
移
り
ま
す
。
さ
ま
ざ

ま
な
時
代
で
道
後
温
泉
を
守
っ

て
き
た
人
々
が
、
火
の
鳥
の
力

で
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
、
現
代

に
現
れ
た
よ
う
な
幻
想
的
な
世

界
を
描
き
ま
す
。
カ
ギ
と
な
る

人
物
、
一
遍
上
人
役
の
声
優
を
、

俳
優
の
板
尾
創
路
さ
ん
が
務
め

ま
す
。

　
板
尾
さ
ん
は
「
こ
れ
を
機
に

ぜ
ひ
、道
後
温
泉
に
行
き
た
い
」

と
コ
メ
ン
ト
し
ま
し
た
。

【
公
開
日
】
第
２
話
＝
令
和
２

年
２
月
１
日
㈯
、
第
３
話
＝
令

和
２
年
中

　
ま
た
、
来
年
１
月
15
日
か
ら
、

本
館
西
側
の
日
除
け
幕
や
、
入

浴
券
の
デ
ザ
イ
ン
を
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
ま
す
。

　
先
日
、
妹
に
第
二
子
が
誕
生

し
ま
し
た
。
ま
だ
直
接
会
え
て

は
い
ま
せ
ん
が
、
送
ら
れ
た
写

真
を
見
る
と
、
と
て
も
優
し
い

気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
ぷ
っ
く

り
と
し
た
頬
や
、
ぎ
ゅ
っ
と
に

ぎ
っ
た
小
さ
い
指
を
見
る
と
、

健
や
か
な
成
長
を
願
わ
ず
に
は

い
ら
れ
ま
せ
ん
。
子
ど
も
は
、

尊
い
存
在
で
あ
る
と
同
時
に
、

周
囲
の
人
を
引
き
つ
け
、
和
ま

せ
る
不
思
議
な
力
が
あ
る
と
感

じ
ま
し
た
。

　

令
和
２
年
１
月
１
日
か
ら

「
子
ど
も
医
療
費
無
料
化
」
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
の
未
来
を
応
援
す
る
施
策
が

増
え
る
こ
と
で
、
よ
り
多
く
の

人
が
笑
顔
に
な
る
よ
う
期
待
し

ま
す
。

編
集
後
記

問
（消）
中
央
消
防
署
☎
９26
９
２
２
２
・

926
９
２
７
７

松
山
東
高
・
俳
句
部
員
が
一
日
消
防
署
長
に

　
全
国
秋
季
火
災
予
防
運
動
期
間
の
11
月

９
日
に
第
22
回
俳
句
甲
子
園
全
国
大
会
に

出
場
し
た
松
山
東
高
等
学
校
俳
句
部
の
生

徒
５
人
が
一
日
消
防
署
長
を
務
め
ま
し
た
。

　
生
徒
は
、
署
長
点
検
を
行
い
、
市
民
へ

防
火
チ
ラ
シ
を
配
布
す
る
ほ
か
、
火
災
予

防
を
題
材
に
し
た
俳
句
２
句
「
哀
悼
を
首

里
ま
で
火
事
は
防
ぐ
の
み
」・「
生
き
る
と

は
秋
の
出
水
の
島
国
に
」
を
披
露
し
、
市

民
の
防
火
意
識
を
高
め
ま
し
た
。

問秘書課☎948–6200・ 932–1877、
　（議）総務課☎948–6646・ 921–1110

市年賀交歓会 令和２年１月６日㈪
総合コミュニティセンターで

　新年を迎えるに当たり、年賀交歓会を開催します。お誘い
合わせの上、ぜひお越しください。
日令和２年１月６日㈪ 12時10分～14時
（開場＝11時45分～、交歓＝12時10分～、式典＝13時～）
会総合コミュニティセンター（湊町七丁目）
内交歓（コミュニティプラザ）＝お茶席、箏

そう

の演奏、「まつや
ま農林水産物ブランド」の試
食など▶︎式典（キャメリアホー
ル）＝主催者・協力団体のあ
いさつ、来賓祝辞など
�【主催者】市、市議会
【協力団体】松山商工会議所、市社会福祉協議会、市農林業組
合関係団体連絡協議会、市文化協会
※どなたでも参加できます。会場の駐車場（有料）は限りが
あるため、公共交通機関をご利用ください

オ
リ
ジ
ナ
ル
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン

「
火
の
鳥
〝
道
後
温
泉
編
〟」

第
２
・
３
話
を
制
作
し
ま
す

問
道
後
温
泉
事
務
所
☎
９21

０
１
０
１
・

９34
３
４
１
５


